日本における育児休業制度の変遷に関する考察	Comment by 関西学院大学総合政策学部: レポートはツールバーの「レイアウト」→「ページ設定・右下の斜め矢印クリック」→「文字数と行数を指定するにチェック」→「文字数４０文字・行数３０行」で設定してください。

タイトルはセンタリングで１２pt・太字をしてください。

名前と提出日を右詰で入力してください。

名前：三田　太郎
提出日：２０２０年４月１日


1． はじめに　（字数例：500字）	Comment by 関西学院大学総合政策学部: 各見出しは太字にしてください。字数例というところは削除してください。

本文のフォントサイズは10.5pt、太字にはしないでください。

字体は「明朝系列」のものにしてください数字と英字については、centuryかTimes New Romanにしてください。























2． 育児休業制度をめぐる論点の整理　（1200字）
2－1．日本における育児休業制度の概要
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2－2．育児休業制度に関する先行研究の整理
















2－3．日本における育児休業制度の問題点の提示














3．日本における育児休業制度をめぐる歴史的経緯　（1800字）
3－1．育児休業制度の制定と制度の変遷


















3－2．育児休業制度の転換点―男性にも手厚い育児休業制度がなぜ整備されたのか


















3－3．制度による保障と取得率の乖離に関する考察
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